
 

 

 

 

 

「５つの責任」 
                                                                  校長 前田 佳弘 

田向健一さんという獣医師が居られます。東京都大田区にある田園調布動物病院の院長で、昨年１月には

ＮＨＫ「プロフェッショナル 仕事の流儀」に出演されました。 

その田向さんの著書『珍獣の医学』（扶桑社文庫2016）の中に、次のようなくだりがあります。 

『獣医倫理入門』（バーナード・ローリン著、白揚社）という本の中に、なるほどと思うことが書いてあっ

た。少々長いので要約すると以下のようである。 

「臨床獣医師には『５つの責任』がある。１つ目は飼い主に対する責任、２つ目は同業者に対する責任、

３つ目は社会に対する責任、４つ目は自分に対する責任、最後が動物に対する責任。ひとつの症例に対

して、この互いにぶつかり合ういくつかの道徳的責務の網に絡められ、それを処理する過程において葛

藤が生じるため、実際の現場において獣医師は非常に複雑な心理状況に立たされる。」 

 具体的にどういうことかというと、確定診断ができなくても（動物が）治っちゃった場合、動物と飼い主

に対しての責任は果たしているが、自分や同業者、社会に対する責任を果たしていない。 

 また、飼い主の望んだ治療に忠実に従って処置を施しても、それによって動物が苦しむようなことがあっ

たとすれば、動物に対して責任を果たしたとは言えない。では飼い主さんと動物さえよければいいからと超

激安で外科手術を行ったとすれば同業者に対する責任がない。 

（中略）もし、ときには相反するこの「５つの責任」をいとも簡単にクリアすることができる獣医師がいた

とすれば、私はすぐに弟子入りしたい。 

「獣医師」のところに私たち教員を当てはめたとき、この「５つの責任」についてどのように置き換える

ことができるでしょうか。私は次のように捉えています。 

① 保護者に対する責任    ② 同僚や他校の教員に対する責任   ③ 社会に対する責任 

④ 自分の職務に対する責任  ⑤ 児童に対する責任 

さて、昨年の春、感染症の拡大防止のため全国の学校が休校となっていた時期に、大阪の朝日放送で次の

ような報道がありました。 

和歌山県太地町で、休校で給食を食べられない子どもたちの家に、教師が弁当を配達する取り組みを始め

ました。太地町では新型コロナウイルスの感染予防のため、小・中学校とこども園は４月２０日から休校に

なっています。自宅にいる子ども約１７０人に向け、本来給食として出すはずだった献立をそのまま弁当に

詰め、教職員たちが手分けをして無料で配りました。 

保護者は「ごはんを準備して食べさせて片づけて､１時間半から２時間かかる｡その時間を子どもとの時間

に使えるのはとてもありがたいと思います」と話しました。弁当の無料配達は来月１日まで続けられる予定

です。 

 この報道だけでは伝わっていないこともたくさんありそうですし、太地町の先生がたのご尽力には敬意を

表しますが、私の印象としては、先の文中の「飼い主さんと動物さえよければいいからと超激安で外科手術

を行ったとすれば同業者に対する責任がない」ことにつながる可能性がある事例のように感じました。 

感染症の拡大は収まる様子がなく、この先もいろいろな事態が予想されます。「いとも簡単にクリアするこ

と」は難しいでしょう。けれども、学校の教育活動について、この「５つの責任」の視点を生かして検討す

ることを通して、より穏当で持続可能な方策や適切な対応につなげたいと考えています。 

保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
 

【受賞おめでとう】 
☆ジュニア科学賞・とやま   ５年 山越 朋貴 
☆富山県児童生徒思考大会  優秀賞  ５年 石崎 藍琉 奥井 章人 片岸 愛理  ６年 山下 美咲 
☆第32回川の絵画コンクール 銅賞 １年 山村 奈子 

佳作 ２年 森田 旭飛 ３年 西川 日々人 ６年 水落 寿々奈 
☆小中学生写真コンテスト  優良賞 ５年 吉田 塁  ミュージアム賞 ６年 大門 奈央 
（となみ野田園空間博物館） 
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１月７日の始業式のあと、今年も校内書初大会を各教室や学年ルームで行い

ました。ぴんと張りつめた空気の中で、冬休みの間に練習した成果を発揮しよ

うと、子供たちは１字1字を丁寧に書いていました。 

どの作品にもそれぞれのよさが現れ、迷いに迷った審査を経て入賞者が決ま

りました。学年の代表に選ばれた子供はさらに練習を重ね、新たに書き上げた

作品を県大会に出品します。 

 

１年｢かるた｣   ２年｢竹うま｣   ３年｢思いやり｣ ４年｢光る立山｣ ５年｢初日の海｣ ６年｢心に太陽｣ 

【校内書初大会 金賞受賞おめでとう】 

金   賞 １年 稲村 心遥・中田 瑠香   ２年 石崎 直也・林 香乃 

３年 竹本 敬登・山田 梨陽・米田 鈴   ４年 井口 穂乃亜・土居 菊次郎太

郎・金田 恵美  ６年 井口 彩綾・土居 美好 

九九名人を目指して 

２年生は２学期にかけ算を学習しました。２年生の間にかけ算九九を全部すらすらと唱え

られるようにしようと、冬休みも練習に励みました。３学期になり、“九九名人”を目指して

いよいよテストが始まり、子供たちは真剣に取り組んでいます。 

かけ算九九はこれからの学習にとても重要です。また、粘り強く練習することの大切さを

実感できるよい経験にもなっています。“九九名人”になって、自信をもって３年生に向かっ

てほしいと思います。 

 

 

【２月行事予定】 

 

1 火  15 火 ジュニア科学賞・とやま 授賞式 

2 水 4年校外学習（能作） 16 水  

3 木 
クラブ⑬（3年生見学） 

1・2年下校14:55  3～6年下校15:45 
17 木 

クラブ⑭ 

1～3年下校 14:55 4～6年15:45 

4 金 
吉江中学校入学説明会  

教育後援会正副会長会 

18 金  

   

５ 土  19 土  

６ 日  20 日  

７ 月 

3年校外学習（散居村ミュージアム） 

下校指導の日 

家庭学習定着週間（～13日） 

21 月  

  学習参観  

22 火 講演会「子どもの権利条例ってなあに？」 

８ 火 入学説明会   校外児童会  親子下校  下校バスなし 

９ 水  23 水 天皇誕生日 

10 木 

1年校外学習「砺波青少年自然の家」 

すこやかデー・ボランティアデー 

委員会⑭（4年生見学） 

1～3年下校14:55  4～6年下校 15:45 

24 木 
委員会⑮  

1～4年下校14:55  5、6年下校 15:45 

11 金 建国記念の日 25 金 上履き洗いの日 教育後援会理事会19:00 

12 土  26 土  

13 日  27 日  

14 月  28 月 全校一斉下校 14:30 

校内書初大会 

めざせ！！九九名人！カード 


